
様式第1号（第5条関係）                        本宮市未来担い手奨学金 

奨 学 生 願 書 
※受付番号  

※決定番号 大学・短大・専門・高専・海外 第  号 

ふりがな ふくしま たろう 性別 
生年月日 平成●●年５月５日(満１８歳) 

氏  名 福島 太郎 男 
現 住 所 

本宮市本宮字万世２１２ 
電話 ０２４３－２４－５４４１ 

在学学校名 〇〇高等学校 
学年 

３年 本  籍 住所に同じ 

学校区分 
大学（国公立・私立）、短期大学（国公立・私立）、専

修学校(専門課程)、高等専門学校、海外留学(長期) 
貸与期間 

令和 ◆年 ４月から 

令和◆◆年 ３月まで 

入学又は 
在学する 
学 校 名 

〇〇大学 〇〇学部 
入学年月(留学年月) 令和 ◆年 ４月 

卒業見込(帰国年月) 令和◆◆年 ３月 

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
家
族
の
状
況 

氏名 続柄 生年月日 
勤務先又は 
在学学校 

通学の 
種 別 

年間収入 
(万円) 

同居 
別居 

1 福島 太郎 本人 H●●年 5 月 5 日 〇〇高校 
自 宅 
自宅外 

０  

2 福島 一郎 父 S◇年 11 月 23 日 〇〇製作所 
自 宅 
自宅外 ５７０ 同居 

別居 

3 福島 花子 母 S■年 4 月 29 日 〇〇サービス 
自 宅 
自宅外 ３６０ 同居 

別居 
4 福島 桃子 姉 H◎年 8 月 11 日 〇〇大学 

自 宅 
自宅外 ０ 同居 

別居 
5 福島 玲央 弟 H▲年 11 月 3 日 〇〇高校 

自 宅 
自宅外 ０ 同居 

別居 
6   年  月  日  

自 宅 
自宅外  同居 

別居 
7   年  月  日  

自 宅 
自宅外  同居 

別居 
8   年  月  日  

自 宅 
自宅外  同居 

別居 
9   年  月  日  

自 宅 
自宅外  同居 

別居 
10   年  月  日  

自 宅 
自宅外  同居 

別居 
その他参考となる事項（身体障がい者の有無、長期療養者の有無、その他特別な事情等） 
 
  

連
帯
保
証
人 

ふりがな ふくしま いちろう 

保 

証 

人 

ふりがな さとう ようこ 

氏  名 福島 一郎 氏  名 佐藤 陽子 

生年月日 昭和 ◇ 年１１月２３日 生年月日  昭和 ◇◇年 ２月２３日 

本人との 
続  柄 

父 
本人との 
続  柄 

父の姉 

年間収入         ５７０万円 年間収入         ３６０万円 

現 住 所 本宮市本宮字万世２１２ 現 住 所 本宮市白岩字堤崎５００ 

本  籍 現住所に同じ 本  籍 現住所に同じ 

 



 

参 
 

考 
 

事 
 

項 

奨学金を希望 

する理由 

 

  

本人の履歴 

履   歴 

平成 ◆年 ４月  本宮市  立 本宮第一  中学校入学 

令和 ◆年 ３月  本宮市  立 本宮第一  中学校卒業 

令和 ◆年 ４月  福島県  立 ○○    高等学校入学 

令和◆◆年 ３月  福島県  立 ○○    高等学校卒業（予定） 

年  月               入学 

年  月  

年  月  

1か月当たりの 

平均学費 

(収入＝支出) 

収  入 支  出 備 考 

家庭から 100,000円 学校納付金 86,300円  

アルバイト等 0円 書籍・学用品 3,000円  

市奨学金 50,000円 生 活 費 83,000円  

他団体奨学金 30,000円 交 通 費 4,000円  

そ の 他 0円 そ の 他 3,700円  

計 180,000円 計 180,000円  

   以上の記載事項に相違ありません。 

   奨学生として採用された場合は、本宮市未来担い手奨学基金条例、条例施行規則その他の関係規則

を守り、奨学生としての責務を果たすことはもとより、奨学金の返還についても誠実にその義務を履

行します。 

   上記のとおり保証人と連署して制約いたします。 

 

     令和 ◆◆ 年 ◆ 月◆◆日 

 

   本宮市教育委員会 宛 

 

                      申 請 者   福島 太郎     ㊞ 

 

 

                      連帯保証人   福島 一郎     ㊞ 

 

 

                      保 証 人   佐藤 陽子     ㊞ 

 

 

 

福
島 

福
島 

佐
藤 

①あなたの家庭の経済状況（収入と支出）により奨学金が必要な理由 

②進学あるいは在学したいという意思、学業に励みたいという思い 

 以上のことについて、簡潔にお書きください。 


